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外国語 コミュニケーション英語Ⅱ 2 第 3 学年 
Revised BIG DIPPER English  

Communication Ⅱ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、ペアワークを取り入れながら、読む・聞く・書く・話すの４技能をアクティブ

に更に伸ばすことが目標。聞いたり読んだりした内容を基に、正確な英文を用いて要約したり、情報や考えなどにつ

いて話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英文を読んでいく上で不可欠な語彙力や文法力については、実際に英文を書いたり、英語で発表するということを

意識して学習すると、自分で使える英語が身についていきます。常に「英語を使う」ことを意識して学習しましょう。 

・音読は、リズムや発音・アクセントに気をつけて、読み、話す力をつけるだけでなく、同時に聞くことにも注意を向けて

練習することによって、全般的な英語力がつく大切な練習のひとつです。意味を考えながら読み、聞いている人にき

ちんと伝わるように心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

 

【第２学年】履修科目: コミュニケーション英語Ⅱ（２単位） 
 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・リズムやイントネーション    

 など、英語の音声的な    

特徴に注意して話すこ

とができる。 

・自分が経験したことや

将来の夢・希望につい

て、前もって準備したメ

モを見ながら発表でき

る。また、相手の情報を

得る簡単な質問ができ

るようになる。 

・身近なトピック（時事的

なこと等）について短い

英文で自分の意見を言

えるようになる。 

ｺﾐｭ英語Ⅱ 

・Q & A 

 

ｽｸﾘｰﾝ 

・発音練習 

・ﾛｰﾙ・ﾌﾟﾚｲ 

 

実用 

・対話練習 

・簡単な日本語の文を正

しい英語で表現するこ

とができる。更に、身近

な話題に関する自分

の考えを、基礎的な単

語・イディオム・つなぎ

言葉を用いて複数の

文で表現できる。 

ｺﾐｭ英語Ⅱ 

・定期考査 

・副教材による課

題 

 

表現Ⅱ 

・定期考査 

・英作文課題 

 

英文法 

・定期考査 

・小ﾃｽﾄ 

 

留学 

・定期考査 

・探求課題 

・はっきりと話されれば、

身近なトピックについ

て短いニュースの要

点を聞き取ることがで

きる。 

・はっきりと話される説明

やガイドなどのアナウ

ンスを聞いて、いくつ

かの情報を聞き取るこ

とができる。 

ｺﾐｭ英語Ⅱ 

・Q & A 

・Dictation Quiz 

・ﾘｽﾆﾝｸﾞﾃｽﾄ 

 

表現Ⅱ 

・ﾘｽﾆﾝｸﾞﾃｽﾄ 

 

ﾘｽﾆﾝｸﾞ・実用 

・定期考査 

・ﾘｽﾆﾝｸﾞ演習 

・ﾘｽﾆﾝｸﾞﾃｽﾄ 

 

・難しい部分を読み 

  返すなどしながら、よ

く知っている分野の

説明書や記事などを

詳しく理解することが

できる。 

・小説などを読み、 

  背景を踏まえ事実関

係だけではなく、登場

人物の気持ちなどを

把握し、気持ちに応

じて適切な速度や声

の調子で音読するこ

とができる。 

ｺﾐｭ英語Ⅱ 

・定期考査  

・副教材による

課題 

 

読解 

・定期考査  

・副教材による

課題 

 

留学 

・定期考査 

・資料調査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに興味関

心を持ち、積極的に言語活動

を行おうとしているかどうか

を、質疑応答方法や多様な表

現の違いを学ぶ姿勢等にて評

価。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語表現と日本語表現の違い

を学ぼうとする向上心や、そ

の変換作業を身につけようと

する意欲、また、その違いの

文化的背景などを理解しよう

とする姿勢を評価。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

学校番号 １００１ 



４ 学習の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson  7   

 

The France 

Okaeshi 

Project

（６時間） 

フランスのカキ

養殖再生に宮城

県産のカキが使

われ、また、日本

のカキ養殖の方

法が生かされた。

その後、東日本大

震災が起き、フラ

ンスのカキ業者

が「フランスお返

しプロジェクト」

を実行したこと

を紹介する内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

についてキーワード

をチェックし、それを

参考にしながらペア

で伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・予習プリントを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・仮定法（as if ＋S’ ＋

仮定法）（If ＋S’ ＋

were to～）や if-節に

代わる表現を使っ

て，他国の食文化に

ついて紹介する。  

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・説明を読んで、その

内容を口頭で要約

することができる。 

・読んだことに基づ

き、国内外の祭りに

ついて話すことが

できる。 

・授業時間を利用し

て「フランスのお

返しプロジェク

ト」の困難点につ

いて，クラスに紹

介することができ

る。 

「外国語理解の能力」 

・説明されていること

について、読んだこと

を理解する。 

・ノートに英語で

summary を書き、セ

クションごとに概要

を把握する。 

・本文の内容の要点に

関する質問を聞いて，

答えることができる。 

・授業中の活動 

・予習プリントの予 

習、復習 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法（as if ＋S’ ＋

仮定法）（If ＋S’ ＋

were to～）や if-節に

代わる表現の用法や

スキミング・未知語

の推測を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認

する。 

・仮定法（as if ＋S’ 

＋仮定法）（If ＋S’ 

＋were to～）や if-

節に代わる表現の

用法やスキミン

グ・未知語の推測 

を理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 



 

Lesson9    

 

Fair Play in  

Sports: 

What Is  

“Fair”? 

スポーツにおける

具体的な場面をも

とに、フェアープ

レーかどうかにつ

いて考えるための

内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

についてキーワードを

チェックし、それを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・予習プリントを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・スポーツのある場面

がフェアかどうか、

自分の考えをまと

め発言する。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の悩みについ

て伝え合う。 

・本文の内容の要点に

関する質問を聞い

て，答えることがで

きる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・説明されていること

について、読んだこと

を理解する。 

・ノートに英語で

summary を書き、セ

クションごとに概要を

把握する。 

・本文の内容の要点に

関する質問を聞いて，

答えることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・同格を表す of/that、

複合関係代名詞、倒

置、関係副詞 when

の継続用法を理解

する。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・同格を表す of/that、

複合関係代名詞、倒

置、関係副詞 when

の継続用法を理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8   

 

What is the 

True  

Meaning of  

Mottainai? 

マータイ氏が感

銘を受けた「もっ

たいない」という

ことばの真の意

味を理解し、環境

に関心を持ち、自

分ができること

について考える

内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

についてキーワード

をチェックし、それを

参考にしながらペア

で伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・予習プリントを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・環境に良い／悪いと

一般的に言われてい

る事柄について、知

っていること・思っ

ていることを発言し

ようとする。 

・ペアワークで自分の

意見を述べ、相手の

意見を聞ける。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、ついて伝え合う。 

・マータイ氏の「もっ 

たいない」という言葉 

の出会いとその後の 

日本への影響につい 

て口頭で要約するこ 

とができる。 

・環境保護について自

分の意見を述べるこ

とができる。 

・授業時間を利用し

て、割り箸やエコ

バッグや再生紙に

ついて自分の意見

を発表する。ワー

クシートを利用し

お互いを評価をし

合う。 

「外国語理解の能力」 

・説明されていること

について、読んだこと

を理解する。 

・プリントに英語で

summary を書き、セ

クションごとに概要

を把握する。 

・本文の内容の要点に

関する質問を聞いて，

答えることができる。 

・授業中の活動 

・予習プリントの予 

習,復習 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・進行形の受動態、省

略、形式目的語の it、

現在完了進行形と過

去完了進行形を理解

する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認

する。 

・be 動詞＋being＋過

去分詞・have(has) 

been～ in ・had 

been～ ing ・to 不

定詞や that 節の用

法を理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 



 

 

Lesson 10   

 

Floating 

Education 

水害のため学校

に通うことがで

きない子どもが

多いバングラデ

シュでの「船学

校」の取り組みを

学び、発展途上国

での厳しい環境

の中での教育活

動の在り方を考

える内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

についてキーワード

をチェックし、それを

参考にしながらペア

で伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・予習プリントを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・発展途上国の教育の

状況を把握し、問題

点をまとめる。就学

率向上のための方策

を考え、発表する。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分のペットに

ついて話すことが

できる。 

・授業時間を利用し

て自分の「好きな

動物」について，

なぜ好きなのかを

クラスに紹介する

ことができる。 

「外国語理解の能力」 

・説明されていること

について、読んだこと

を理解する。 

・ノートに英語で

summary を書き、セ

クションごとに概要

を把握する。 

・本文の内容の要点に

関する質問を聞いて，

答えることができる。 

・授業中の活動 

・予習プリントの予

習。復習 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ 未来完了、SVC（C= 

 that 節）、無生物主語の

用法を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認

する。 

・未来完了 will have+ 

過去分詞、 SVC（C= 

 that 節）、無生物主語 

構文を理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 


